
 
 

 
  
内 容：①袋かけ作業 

 

  

袋かけについて、狙いと方法について説明

をいただきました。 
袋は内側に薬剤が塗布され、こわばってい

るので、袋の口を２～３cm 水につけ柔らか

くします。 

講師は、小さめの袋を使用しています。 
実が大きくなると破れ、収穫適期を確認す

ることができます。 

  
摘果同様に、実を見落とさないように順番 
に進みます。 
袋の中に葉を入れないようにします。 
ナシの肌が変色するのを防ぐためです。 

実習開始から約１時間半、７名で７５０枚

ほどの袋かけをしました。（新高、あきづき） 
後半には慣れて、上手く早くかけられるよ

うになりました。 
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